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3/14 全国理事会議案について 
3月14日の全国理事会は、すでに明らかにしていた「3つの教訓化」に加えてコミュニケーション、マネージメント問題

を課題として明らかにしました。しかし、この「議案」だけでは、なぜこのような教訓が引き出されたのかが不明確であり、

ほんとうに全国の大学生協運営の「教訓」になるのか疑問が残ります。 
そこで、「教訓」の背景となる交渉での論点を振り返り、理事会とともに共有化を図りたいと考えます。  

3/14 理事会議案 

 

交渉のおもな論点（●が理事会の主張・発言）        
 

今回は、本来やるべき努力をやりつくさないで廃業が

決定されてしまいました。労働者に対しても、組合員・お

客様に対しても、責任ある経営をしているとは言えませ

ん。労働組合は「努力を尽くした上で判断して欲しい」と

求めました。きちんとしたプロセスを踏んでいれば、違っ

た結果を導き出せた可能性もありますし、かりに廃業の

結論が変わらないにしても納得感が違います。 

●「私自身も現場の感覚をもっと大事にしない
といけないと思う。みなさんが思ったこと、感じ
られたことを実践していればと正直思います」 

これは 2 月 20 日の団交で現場からの以下のような実

態報告があった後の福島常務の発言です。 

店舗のカウンターで営業がされていない/コープイン

京都との結びつきが従業員同士全く

ない/かつては大きな大学のサーク

ルに営業に行っていた/代々木公

園では毎週コンサートや大学のスポ

ーツ選手権が行われているが営業

にも行っていない/私たちがこの周

辺の会社を出勤前にセールスで回った/楽天にも ANA

プランがあり手数料も変わらないが取り組んでいない/大

学生協ＷＥＢサイトは前日も当日も予約できないし、毎回

全部入力しないといけない/大学生協の旅行パンフレット

ではコープインは端っこの方に掲載されている/ 

これらによって理事会が机上で物事を考え、現場の実

態と知恵をつかんでいなかったこと、よって経営努力も

不十分であったことが明らかになりました。 

●（連合会関係の直前ｷｬﾝｾﾙは）「年間100泊
くらいの宿泊であり、キャンセルレベルも機関会
議はつかんでおり、対処もしてきています」 

組合員利用、利用率向上の障害になっていたのが連

報告事項（３）コープイン渋谷に関わる労働組合との交渉について 
「コープイン渋谷の廃業を巡り、団体交渉を行ってきましたが、交渉がまとまりましたので、以下のとおり報告します。

（中略） 
（２）今回の件を通じて教訓とすべき点（教訓化） 

１）現場の職員のみなさんと経営情報を共有化、その改善課題、解決手法を検討し、現場とともに進めること 
２）経営の改善が進まず廃業等を考える場合には、その情報を公開し、事前に職員に理解を求めること。また、連合

会の事業であっても会員に関わる事業に関しては、会員にも事前に情報を提示すること 
３）やむなく事業を廃止する場合は、事前に廃止のための経営判断基準を理事会で確認し、その内容を公開すること

以上の3点に加え、中間管理職との関係、正規職員と現場職員の関係などコミュニケーションや現場への指導、仕事

内容の明確化などマネジメントの問題もあったことがわかりました。今後、組織の明確化、仕事の明確化、運営へ

の参加、規律などさまざまな観点からの見直しを行い、これからの連合会組織の改革の過程で運営の改善を継続し

て進めます。」 

１、理事会は存続のために、労働者・利用者

とともに、必要な経営努力をつくしたのか
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労働組合の役員の方にお渡し下さい。 
合会理事会や経営委員会でした。無責任な宿泊ブロック

や直前（無断）キャンセル、取り消さずに他のホテルを利

用する等の実態が放置され、組合員や一般のお客様の

予約を受けられませんでした。現場は改善を求めるととも

に、再三催促するなどできる限りの努力をしてきました。 

現場判断でキャンセル料とらない場合もあり、ブロック

やキャンセルの実態は、理事会数値以上の実態でした。 

●「決定に至るプロセスとしても、働く皆さんと
一緒に経営を考え、改善できる方法がないかお
伺いすべきだった」 

理事会自身が 2/13 回答書で以下のように述べていま

す。「コープイン渋谷に働く皆さんに対し、今回のホテル

事業の廃業は、突然の通知であり今後の生活への不安

や精神的な苦痛を与えたことついて、改めてお詫びいた

します。決定に至るプロセスとしても、働く皆さんと一緒に

経営を考え、改善できる方法がないかお伺いすべきだっ

たと思います。そういう機会や場を作るべきでした。また、

どのようなに対策を打っても将来的に経営改善の見通し

が立たないことを正確かつ正直に示すべきでした。」 

 

 

 

プロセスと根拠に誤りがある中で行った判断は、その

正当性が問われます。判断根拠に対して、協議を通じて

違う事実が出てくれば、「差し戻しでやりなおせ」という話

になります。「事実を精査しきれない中でを、判断を仰い

だことに対して責任が問われる、再度理事会で審議し直

すべき」と労働組合は追及しました。 

●「開きにくかったので、監査に表記したという
ことでした。その後の消防署の点検などでも問
題がないということは確認しています。…その
後の理事会で正確な報告を行っています」 

理事会は、理事会で廃業を決めた大きな理由として、

「老朽化によって危険な建物で営業に耐えられない。直

ぐに閉鎖しなければいけない」と強調しました。上記発言

は、「非常扉も開けにく直ぐ閉鎖せよと理事会で言われ

た」と主張し、労組の指摘でその後訂正した際の発言で

す。意図的に、開く非常扉が故障したままであるような誤

解を与える発言であり、理事会で理事に誤った印象を与

えた可能性もあります。コープイン渋谷は、定期点検もし

て、条件をクリアして営業しています。 

●「世の中は 40％です。ホテルの最終ネット
は。・・・生協が 20％でよいというのは、アバウト
な数字としてしか申し上げていない」 

この数字が本当なら、誰も「コープイン渋谷の存続」を

言えなくなります。福島常務によると、事業剰余40％がホ

テルの経営指標であるとのことです。しかし、このような

数字を実現しているホテルなどまずありません。労働組

合の簡単な調べでは、事業剰余段階で 8％程度がホテ

ル経営実態のようです。常務は、大学生協のホテル事業

政策で、これまで語られていない「事業剰余率20％」とい

う数字を持ち出し、労働組合に対して廃業を迫りました。

ちなみに、コープイン京都の事業剰余率は 2011 年計画

でも 8.4％です。２０％なら京都も廃業ということになって

しまいます。 

●「（宿泊料金が）7,900 円でも 9,000 円でも
成り立たない」「正規職員を一人にしても・・・（家
賃の）1,900 万円が戻ってきたとしても、あるべ
き損益は実現できない」 

労働組合が現場の事実から提案した改善策を盛り込

んで、理事会自身が試算した「経営計画シミュレーショ

ン」（7800 円単価、正規 1 人、家賃 1900 万円は継続）で

は、700 万円減価償却を今年度予算に上積みした上で

1,300 万円の事業剰余が出ることが明らかになりました。 

●「（渋谷の）大学生協組合員の宿泊率は 26％
程度です。コープイン京都は 61％です」 ２、理事会の廃業決定根拠は正確だったのか

理事会は、組合員利用率が低いことを理由にして、コ

ープイン渋谷は役割を果たしたとしていました。26％とい

う数字は、大学生協利用分から連合会利用分を差し引い

た数字です。61％という数字は、大学生協利用分に、地

域生協利用分を加えた数字です。コープイン渋谷の存

在意義を否定するために意図的に持ち出した数字です。

理事会の「廃業ありき」の姿勢が出ています。２月17日の

交渉で福島常務は、「26％が一人歩きしていることは訂

正しなければいけないかもしれない」と表明しました。 

また、現場は、組合員利用率を上げる為の提案をして

きましたが、ほとんど無視され続けたことも明らかになりま

した。理事会は、「組合員利用率改善のための理事会の

努力は不十分」であったことも認めています。 

 
このように、①廃業させない為の経営努力やプロセ

スに不十分さがあったこと、②廃業を判断した根拠に

不正確さがあったことを、理事会自身が受け止めて、

3/14の理事会に上述の教訓が提起された、と労働組合

は受け止めています。 

 

 

 

 

これ以外にも、雇用と労働者の働

く誇りに対する無責任な発言があ

ったことに対しても理事会は謝罪

しています。 
 

 
労働組合としての、今回のたたか
いの意義と教訓は、後日報告させ
ていただきます。 
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